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酒

井

規

史

二
〇
一
五
年
十
二

七
日
か
ら
九
日
の
三
日

、
香
港
中

大

學
に
お
い
て
「『
比
較

野
中

敎
儀
式
』
國
際
學

討
會
」

（
以
下
、

討
會
と
略

す
る
）
が
開
催
さ
れ
た
。
筆

は

討
會

に
參
加
す
る
機
會
を
得
た
の
で
、
そ
の
模

を
報

す
る
こ
と
に

し
た
い
。
な
お
、
當
會
か
ら
は
筆

の
ほ
か
、
松
本

一
氏
と
丸

山
宏
氏
（
と
も
に
筑
波
大
學
）
も
參
加
し
、

究
報

と
討
論
を

行
っ
た�１
）。

こ
の
た
び
の

討
會
は
、
香
港
中

大
學
の
人

學
科

究

比
較
古
代

究
中
心
が

催
し
、
香
港
の
飛
雁
洞
佛

社
が

後
援
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
同

究
中
心

任
の
蒲
慕
州
氏
（
香

港
中

大
學
敎
授
）、
譚
偉
倫
氏
（
香
港
中

大
學
敎
授
）、

格

（Jo
h
n L

a
g
erw

ey

、
以
下
、
ジ
ョ
ン
・
ラ
ガ
ウ
ェ
イ
）
氏
（
香
港
中

大
學
敎
授
）、
呂
鵬
志
氏
（
同

究
中
心

究
員
）
が
會
議
の
發

人
と
な
っ
て
い
た
が
、

體
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
は

に
ラ
ガ
ウ

ェ
イ
氏
と
呂
鵬
志
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

討
會
の
組
織
・

營
に
お
い
て
も
兩
氏
の
幅
廣
い
學
識
と
人
脈
が
活
か
さ
れ
て
お

り
、
多

な
分
野
の

究

が
招
聘
さ
れ
て
い
た�２
）。

こ
の

討
會
の
題
目
「
比
較

野
中

敎
儀
式
」
は
、
少
し

を
補
っ
て
譯
せ
ば
「
比
較

な

點
で
み
る

敎
儀
式
」
と
な

る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
比
較
」
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
・
地
域
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七
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や
、
そ
れ
ぞ
れ
の

究
分
野
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

點
と
方
法
論

で

敎
儀
式
を
考
察
す
る
と
い
う

圖
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。

ま
た
、

究
報

の
中
に
は

敎
の
み
な
ら
ず
、
佛
敎
・
民

信
仰
や
少
數
民
族
の
儀
式
を
對

と
す
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た

が
、
こ
れ
も

敎
と
の
「
比
較
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
沿
っ
て

置

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

敎
儀
式
と
い
う
テ
ー
マ
を
足
が

か
り
に
、
中
國
宗
敎

體
の
見
取
り
圖
を

考
で
き
る
よ
う
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
る
と
い
う
印

を
持
っ
た
。

以
下
に
今
回
の

討
會
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
す
る
。
紙
幅
の

合
で

て
の
報

の
題
目
を
記
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、

體
の
構

だ
け
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い�３
）。

●
十
二

七
日

・
開
幕
致
辭

・

題
發
言
（
一
）

・

第
一
場：

現
存

敎
儀
式
（
一
）

・

第
二
場：

現
存

敎
儀
式
（
二
）

・

專
場：

正
一

（「

功

」
の
實
物
を
用
い
た
解

）

・
影
片
放
映

討
論
（
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
映
畫
の
上
映
と
討
論
）

●
十
二

八
日

・

題
發
言
（
二
）

・
第
三
場：

古
代

敎
儀
式
（
一
）

・
第
四
場：

古
代

敎
儀
式
（
二
）

・
第
五
場：

佛
敎
儀
式

其
與

敎
儀
式
之
關
係

・
影
片
放
映
與

座
（
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
映
畫
の
上
映
と
解

）

●
十
二

九
日

・
第
六
場：

敎

野
中

民

宗
敎
儀
式
和
少
數
民
族
宗

敎
儀
式

・
第
七
場：

敎
儀
式
與

學
和
藝

・
地
方

敎
儀
式
新
書
展
示

・
會
議
總
結

今
回
の

討
會
で
は
大
き
く
分
け
て
五
つ
の
パ
ネ
ル
が
組
織
さ

五
八

「『
比
較

野
中

敎
儀
式
』
國
際
學

討
會
」
參
加
報

記



東方宗敎（日本衜敎學會）128號 2016年

れ
、
三
日

で
合
計
二
十
人
以
上
の

究

が
多

な
テ
ー
マ
で

報

を
行
っ
た
。
以
下
、
大
ま
か
に
各
パ
ネ
ル
の

容
を
紹
介
し

た
い
。

は
じ
め
の
二
つ
の
パ
ネ
ル
は

敎
の
儀
式
に
焦
點
を
當
て
た
も

の
で
あ
り
、
多
く
の

究
報

が
そ
こ
に

置
さ
れ
て
い
た
。

「
現
存

敎
儀
式
」
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

體
と
す
る

究

を
集
め
た
パ
ネ
ル
で
あ
り
、
現
在
の
中
國
大
陸
（
江
西
・
福
建
・

河
北
・
江
蘇
）・
臺
灣
（
臺
北
・
臺
南
）
で
行
わ
れ
て
い
る
儀
式
に

關
す
る
報

が
行
わ
れ
た�４
）。「
古
代

敎
儀
式
」
は

料
を

と
す
る

史

究
の
パ
ネ
ル
で
あ
り
、
六

時
代
の
陸
修
靜

の
儀
式
か
ら
、
宋
元
時
代
の

齋
や
各
種
の
法

ま
で
を
カ
バ

ー
し
て
い
た
。
ま
た
、

の
實
物
を
展
示
し
な
が
ら
解

を
行
う

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
て
お
り
、
寫
本
な
ど
の

物
を
重

す
る

勢
が
感
じ
ら
れ
た
。

上

し
た
よ
う
に
、
今
回
の

討
會
で
は
各
時
代
・
各
地
域
の

敎
儀
式
に
關
す
る

究
を
網
羅
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

究

果
を

比
較
・
對
照
す
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ
り
、
こ
の

の
二

つ
の
パ
ネ
ル
は
そ
れ
を

現

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、

六

時
代
の

敎
か
ら

究
を
開
始
し
、
現
地

査
も
多
く
經

し
て
い
る
、
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
の
ラ
ガ
ウ
ェ
イ
氏
の

向
が

く

反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

つ
づ
く
二
つ
の
パ
ネ
ル
で
は
、

敎
以
外
の
宗
敎
の
儀
式
を
あ

つ
か
う
報

が

置
さ
れ
て
い
た
。「
佛
敎
儀
式
と

敎
の
關
係
」

で
は
、
施

鬼
と

度
の
關
係
・
佛

の

素
が
混
在
し
た
科
儀

書
・
葬

儀
禮
を
題
材
に
、
佛
敎
と

敎
の
儀
式
の
交

が
考
察

さ
れ
た
。「
民

宗
敎
と
少
數
民
族
の
儀
式
」
で
は
、
羅
敎
・

山
敎
・
ヤ
オ
族
の
儀
式
に
關
す
る
報

が
な
さ
れ
、

敎
儀
式
を

中
國
宗
敎

體
の
中
で
相
對

し
よ
う
と
い
う
試
み
と
思
わ
れ
る
。

後
の
パ
ネ
ル
「

敎
儀
式
と

學
・
藝

」
で
は
、

詩
・

淸
の
白
話
小

と
の
關
係
・
湖
南
の
神
像
と
い
う
テ
ー
マ

が
あ
つ
か
わ
れ
た
。

敎
儀
式
を
多
角

に
考
察
す
る
と
い
う

討
會
の

圖
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、

日
と
二
日
目
の
夜
に
は

敎
儀
式
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

映
畫
の
上
映
も
行
わ
れ
、
映
像
記

に
も
目

り
が
な
さ
れ
て
い

た
。
上
映
さ
れ
た
映
畫
は
そ
れ
ぞ
れ
民

信
仰
と
融
合
し
た
福
建

の
事
例
（『
天
堂
無
聊
』）、
北
京
白
雲

の

眞
敎
の
儀
式
（『
斗

五
九
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姥

科
（
北
京
白
雲

眞

禮
斗
科
儀
）』）、
上

の
正
一
敎
の

儀
式
（『
斗
姥
奏

法
｜
江
南
正
一
派

敎

斗
科
儀
｜
』）
が

題

で
あ
り
、
こ
と
な
る
地
域
・
流
派
の
儀
式
を
あ
つ
か
っ
て
い
た
。

こ
こ
で
も
、「
比
較
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
貫
か
れ
て
い
る
と

感
じ
ら
れ
た
。

以
上
、

討
會
の

子
を

ぎ
足
で
紹
介
し
た
。
三
日

の
會

期
中
に
報

さ
れ
た

容
は
非
常
に
多

で
あ
り
、
筆

も

討

會
の

容
を
す
べ
て

し
き
れ
て
い
な
い
の
が

直
な
と
こ
ろ

で
あ
る
。

日
に
は
總
合
討
論
の
時

が
設
け
ら
れ
て
い
た
も

の
の
、

討
會
の
參
加

が
多
い
せ
い
も
あ
り
、
議
論
は
あ
ま
り

深
ま
ら
な
か
っ
た
と
感
じ
ら
れ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
の
大
き
な
規
模
で

敎
儀
式
の

究

が

一
堂
に
會
す
る
こ
と
自
體
が
た
い
へ
ん
貴
重
で
あ
り
、
各
分
野
の

究

が

報
を
交
換
で
き
た
こ
と
は
大
き
な

果
で
あ
ろ
う
。

筆

も
隣
接
分
野
の
多

な

究
報

を
聞
く
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま

な

發
を
受
け
、

討
會
の
題
目
ど
お
り

野
を
廣
め
る
こ
と
が

で
き
た
。

敎
の
儀
式
に
つ
い
て
は

究
上
の
空
白
が
多
く

さ
れ
て
お

り
、
中
國
大
陸
に
お
け
る
現
地

査
は
ま
だ
網
羅

に
行
わ
れ
て

お
ら
ず
、

史

な

究
に
も
不
十
分
な
點
が
多
い
。
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
・

究
分
野
に
お
け
る

査
・

究
を
深

さ
せ
、

そ
れ
ら
を
總
合
す
る
作
業
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
今
回
の

討
會
の
報

を
ま
と
め
た
論

集
の
出
版
が

計
畫
さ
れ
て
い
る
。

敎
、
ひ
い
て
は
中
國
宗
敎
の
儀
式
に
關
心

の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て

容
を
確

し
て
い
た
だ
き
た

い
。

註�１
）

そ
れ
ぞ
れ
の
發
表
題
目
は
以
下
の
と
お
り
。
松
本

一
氏
「
佛

敎
施

鬼
和

敎

度
」、
丸
山
宏
氏
「
比
較

野
中

瑤
族
宗

敎
儀
式
｜
以
瑤
族
儀
式

『
大
戒

』
和
『
大
齋

語
』
爲
中

心

探
討
｜
」、
筆

「
南
宋

敎

加
封
儀
式
｜
以
『
三
茅
眞

君
加
封
事
典
』
爲
考
察
中
心
｜
。」

（
２
）
今
回
、
招
聘
し
て
い
た
だ
い
た
ラ
ガ
ウ
ェ
イ
氏
と
呂
鵬
志
氏
に

は
こ
の
場
を
借
り
て
あ
ら
た
め
て
お
禮
申
し
上
げ
た
い
。

（
３
）
以
下
に

べ
る
よ
う
に
、
今
回
の

討
會
の
報

を
も
と
に
、

論

集
の
出
版
が
豫
定
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
論

集
を
ご

い

六
〇
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た
だ
き
た
い
。

（
４
）
こ
の

討
會
は
、
二
〇
一
一
年
に
や
は
り
香
港
中

大
學
で
開

催
さ
れ
た
「『
地
方

敎
儀
式
實
地

査
比
較

究
』
國
際
學

討
會
」
の
續
き
と
も
い
え
る
。
こ
の

討
會
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
に
よ
る

究
報

を
メ
イ
ン
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今

回
の

討
會
は

究
方
法
・

究
分
野
の
範
圍
を
さ
ら
に

張
し

た
も
の
と
い
え
よ
う
。

回
の

討
會
の

果
は
呂
鵬
志
・

格

『「
地
方

敎
儀
式
實
地

査
比
較

究
」
國
際
學

討
會
論

集
』（
新

豐
出
版
公
司
、
二
〇
一
三
年
）
と
し
て
出

版
さ
れ
て
い
る
。

六
一
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